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年金の疑問に答えます。

Ｑ　支給開始年齢が、６８歳に上がるって本当　？

Ｑ　年金財政は破たん？　 若い人は年金をもらえなくなるの　？

×　年金は、納めた保険料を積み立てて、納めた人に返す、
「積立方式」ではありません。
○　現役世代が納める保険料で、現在の高齢者の年金給付
を賄う、「世代と世代が支え合う」仕組みです。

　　○年金が抱える課題　　（年金の将来が不安視される理由）

　公的年金制度が誕生した昭和30年代は、保険料を「払う人」の方が「受け取る人」よりも圧倒的に多かった。

↓
　しかし、少子高齢化が進み、保険料収入が減り、年金の支払いが多くなる傾向にある。

Ｑ　支給開始年齢が、６８歳に上がるって本当　？

　　財務省の「社会保障に関する財政制度分科会」が、年金支給年齢を68歳に引き上げを提案。　
　（支給開始年齢の引き上げは高齢就労を促進する側面もあり、高齢就労が促進されれば保険料収入
　　が増え、将来の年金給付水準の維持・向上にもつながるとの理由）

   ☆　財務省の分科会が提案した段階で、政府としての方向性が決まったものでは、ありません。
 　☆　今の仕組みでも、支給開始年齢は65歳ですが、60～70歳の間で受給開始年齢を自由に選ぶ
　　　　ことができます。
　　　　（受け取る年齢を早くすると、年金額が少なくなり、遅くすると年金額は、多くなります。）
　　　　平均余命まで生きるものとして、生涯で受け取れる年金総額は、ぼぼ同じになります。

Ａ
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Ｑ　年金財政は破たん？　 若い人は年金をもらえなくなるの　？
　　　年金１００年安心プランで、１００年間は大丈夫じゃなかったの　？

　　○「年金１００年安心プラン」の背景
　　　2004年の改革まで、5年ごとに年金制度を見直しをしていたため、「保険料はどこまで上るのか」、
　　「将来は年金を受け取れるのか」との不安や不信がありました。　　
　　　そこで、100年先までの日本の人口構成の変化を出して、どれだけの年金額が必要か計算し、5年
 　分ほどある年金積立金を、100年後に1年分だけ残るように取り崩せば、やっていけると試算しました。　

　　「年金100年安心プラン」とは？
　①保険料は18，3％を上限に2017年まで段階的に引上げ、それ以上保険料が上らないようにした。
　②もらえる年金はモデル世帯で現役世代の手取り収入の50％を確保。
　　　（年金改革を実現するために、国庫負担を、1/3から1/2に引上げました。）

　　「年金財政の検証」
☆年金財政は、５年毎に検証しており、2009年の財政検証でも、今後、100年にわたり、現役世代の
手取り収入の50％台を維持できると試算されました。　　（2015年の検証でも維持可能とされた。）

　　☆年金財政が今後も、安定的に維持できるかは、合計特殊出生率（少子高齢化の状況）などの社会
　　状況や、経済成長率・物価上昇率、年金積立金運用などの経済状況に左右されます。

　　（１） 社会状況（合計特殊出生率）

2010年実績　１．３９　　　⇒ 2060年推計　　１．１２　～　１．６０　（中間値　１．３５）
2016年実績　１．４４

　　（２）　経済状況（経済成長率、年金積立運用）

2018年度の政府経済見通し　経済成長率は実質１.８％、名目２.５％

年金積立金　2017年度第３四半期（１０月～１２月）の運用実績　　＋３．９２％（６兆５４９億円）
（累計収益額　６８兆９８２２億円）

Ａ 

 「年金財政は破綻している」とか、「年金の運用は大赤字」と決めつけるのは、間違いです。 

 年金財政には借金ではなく、153兆円の“貯金”があります。 

現時点で、年金積立金は、資産運用を始めた、平成13年よりも 、約９兆円増えており、５年毎の検

証でも、維持可能とされています。 

 政治に求められることは、景気の回復とデフレ脱却、健康寿命を延ばし、出産・育児を応援する政

策を実現することです。 


